
13.治山計画における危険度判定技術

1.試験担当者
北海道支協経営部治山研究室長 週 藤 泰造 ほか

2•試験目的
道内国有な!の治山卵業の効果的投資を針ろために弛形»地質,降港技の分布,迅去君よび 

現在の荒屬情況,林況,気象などの睹安因と山地荒廃との衆的閥係を統31•的に解析し,治山 

謝Sjのさいの流域別の變先度判定の方法を確立する〇

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

1 >山崩れ発生渺因のなかで,裁も作用度の瓣い雨土咽子と山崩れの発生との宣的な関係を

解析しAo .
2 )山明れの1つの因子である器面の傾倒度と土層の深さの分布について翌立した〇

3 ) 4 5年広は崩壊面址の現存びの続计的黄義忆ついて考案した«

!た,北海道を故ブロックに分けて第3紀/山地の山视れ面積その他を計測しも

4. 昭和4 6年度の試験計画

4 5年笑□燧惭究を行左う。

敏影年度を只Kする2枚の空中写真・を用いて,山坦彌壊面積の変動を針測する。セして, 

第3紀層山坨の山团れによる山j也聞の速度を推定する。

また,山地侵食の速度と啄植宝との謝保をあきらかにする。
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14.ボツト造林技術

1. 試政担当者
木也舔部造林常一研究室 壽 徳典ほか

北海泣支君七造林85造林常一研究室 菊田信符掠か

2. 試繼目的
国有林任於いては,4。年度1リポット育苗,鉢付苗选拓を那楽実行〇かたわら弑段的に 

とりあげてきてわり,一部では実用化試験を行なって廷次］跷化を検討中つ段偕である。そ 

こでこれらボツト造林にあ、ける問題点のJ異明を行ない,各瑚2条件に透したボツト育苗, 

鉢付苗造林方法を究明する。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

〇本 塌

沼泓営林％三囲寺苗畑で育苗後,14 4林/礼小痛に3月より12月まで毎月,植裁し, 

その後の生髭を調充している。

〇北海輦支場

4 3年匿由a川,帯玖営林局讶内の造林地の実態訓奁を行だい.問堡点を抽出した。

4 4年度は•ポット鉢付苗養成の際の養水分流亡【て必する顎先を行い夕張営林署と共同 

で用土別ボット育苗叫,ポット鉢付苗楹我時坊試!殳を行った。

4 5年匿は根の形熟の與なる苗木を同一方法で快を切断し,渕祭の発生状榮と生畏の圈 

係について蹄を行つオ3

!た夕張営林官と共同で行っている試験地の継続對底を行なった〇

4昭和4 6年度の試浅計面

〇本 堰

植栽木の生長::睦

〇北倾支鯉

1. タ浪営林名と共同で設定した•課験地の継続灣充

2. 苫刁激’営林钳!?内Qエゾマッポット造林地の調査

3. 旭川,带広混内のボット造林地の調査

4. 白泣肖林沉で妻苗中のポット造牀用苗木の形質調あわ!ぴそれを使用して支場槍内で 

の山行モデル武険
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